
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●今度はちゃんと育つかな？ 

－タマイタダキイソギンチャクの

産卵－ 

 国立公園になった影響でしょうか。今

年は 6 月からずいぶんたくさんの観光客

が島を訪れているようです。にぎやかに

なることは、一面では島にとって良いこ

とですが、ごみが増えたり、自然が荒ら

されたりするようであれば、それは大き

なマイナスになるでしょう。これほど観

光客が増える前からも、マジャノハマの

ことを心配する島の人たちがたくさんい

ました。海水浴などの人たちがサンゴを

蹴
け

ったり、上に乗ったり、傷
いた

めてしまう

のです。また、ウミガメを追いかけまわ

す人も多いようです。マジャノハマは、

大雨のときに流れ込む泥水のせいもあっ

てか、このところサンゴの生息状況も良

くなく、新しいサンゴが増えることもほ

とんどない状況です。このままではさん

ご礁がだめになってしまう可能性もある

ので、みんなで真剣に将来のための対策

を考えなければならないと思います。と

ころで、そのマジャノハマは、研究所の

大切な調査研究の場所でもあります。今

年、また一つおもしろい観察ができたの

で、ご紹介しましょう。 

 その観察とは、タマイタダキイソギン

チャクの放精・放卵です。タマイタダキ

イソギンチャクのことは、みなさん知っ

ているでしょうか。クマノミ類のすむ大

型イソギンチャクの中で、シライトイソ

ギンチャクとならんで、一番多い種です。

主にはハマクマノミがすんでいます。シ

ライトイソギンチャクの産卵については、

以前にご報告したことがあり（アムスル

だより No.117）、そこでは「最初に 90

個体いた幼生が 4 日後には 1 個体だけに

なり、それをイソギンチャクにして飼育

している」と書きました。しかし残念な

ことに、この唯一生き残った 1 個体もそ

の後死んでしまいました。それで、もう

一度卵を採集して、イソギンチャクの育

成に挑戦
ちょうせん

してみたいと思って、その後も

たびたび夜の海でイソギンチャクが産卵

しないか気にしていたのですが、ついに

今年 6 月に産卵を見ることができました。 

 ある夜海に潜ると、どうもタマイタダ

キイソギンチャクの様子がおかしい、

触手
しょくしゅ

がしわしわな割に体は広がっていて、

個体によっては口の部分がつきでている、

これは何かあるぞ、と思いました。しば
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らくいくつかの個体を見て回っていると、

案の定、その一つから白いけむりのよう

なものが出始めました。放精です。つま

り、オスのイソギンチャクが精子を出し

始めたのです（冒頭の写真）。となると、

次はメスが卵を放つはずです。丹念にほ

かのイソギンチャクを見て回ると、また

いくつかが放精し、ついに卵を出してい

る個体を見つけました。小さな卵がぱら

ぱらと口からこぼれ出てきます。以前に

シライトイソギンチャクで観察したのと

同じ様子でした。そして、いくらか卵を

採集し、ほかにも放卵個体がいないか探

していた時のことです。ライトの光の中

に妙なものが見えました。たくさんの小

さな茶色い粒でできたドーナツ状のリン

グです。それが、ちょうどタバコの 煙
けむり

の

輪っか（‘空気砲’の煙の輪と言ったほ

うがわかりやすいでしょうか）のように

リングの部分が回りながら水面に浮かん

でいっていたのです。こんなものは見た

ことがなかったので、いったいなんだろ

うとじっと見入ってしまいました。が、

はっと、もしかしたらタマイタダキイソ

ギンチャクの卵かもしれない、と思いつ

きました。それこそタバコの煙をはき出

すように、イソギンチャクが一気に卵の

かたまりをはき出したら、こうなるかも

しれないと思ったのです。そこで、あわ

ててリングの一部を採集しました（本当

にあわてたので、残念なことに写真を撮

り忘れてしまいました）。研究所に持ち

帰って、顕微鏡で見てみると、やはりタ

マイタダキイソギンチャクから採取した

卵と同じに見えます。そして、両方とも 2

日後にはプラヌラ幼生になって泳ぎだし、

10 日後には見事にイソギンチャクになり

ました。やっぱり、リングの粒もイソギ

ンチャクの卵だったのです。 

 今回は、前のシライトイソギンチャク

の時と違って幼生もほとんど死なず、今

も子どものイソギンチャクが 400 個体ほ

ど生きています。今度こそ、クマノミが

入るくらいの大きなイソギンチャクに育

てたいと思っています。 

 

● 阿嘉島の海より 

 今年の阿嘉校のサンゴ産卵観察会は、

雷警報のせいで実施できず、残念でした。

実は 5 月の初めには、今年のウスエダミ

ドリイシの産卵は満月よりずっと後にな

るのではないかと思っていたのですが、

実際は全く逆で、満月の前日と当日でし

た。なぜ産卵が遅れると考えたかという

と、この 10 年間で 6 月の初めに満月をむ

かえたのは 2007 年の 6 月 1 日と 2012 年

の 6 月 4 日で、それぞれ産卵は満月の 6

日後の 6 月 7 日と 6 月 10 日だったからで

す。では、どうして今年は産卵が早かっ

たのか？ 水温でしょうか、日射量でしょ

うか。これから詳しく調べなければなり

ません。 
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